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（論文内容の要旨） 

本論文は、環境型住宅の緩衝空間に焦点を当て、本稿で定義する「入れ子形式」による実作

品の検証を通して建築プロセスやその展開について分析し、一連の過程を考察することによっ

て形式のもつ多様で柔軟性のある潜在的機能を明確にすることにより、今後の普及を示唆する

応用活用ための研究である。本論文では、入れ子形式の空間形態を環境型住宅に適した新たな

設計手法として考え、１）建築環境（社会・自然・都市）への適応性、２）建築的表現性、

３）熱環境緩和への利用、４）サスティナブル性、といった利点に着目し論述した。 

本論文は、以下の４章で構成されている。 

第１章では、研究の背景として、現代の住まいを取り巻く環境の変化を示し、従来の建築機

能の高性能化での対応の限界に触れ、新たな選択肢としての設計手法の必要性を述べた。ま

た、緩衝空間の建築手法と構成を分類し、効果を整理した上で、設計手法を定義し直し、その

緩衝空間の建築事例と特徴をまとめている。 

第２章では、開放型入れ子形式の手法を応用した住宅作品「石見の家」（2005）を対象に、従来

の住宅建築との相違点、問題点とその解決方法の抽出を目的として、建築プロセスにおける構

想・設計・法対応・施工の各側面での過程の分析を行った。分析の結果から、建物内空間が外

部に開放された入れ子形式は、一般的な住宅と比べ、建築諸制度との乖離と、各工程における

設計細部の検討事項の増加が明らかとなった。 

第３章では前章での考察を踏まえ、比較対象として、異なる立地環境の都市での展開につい

て分析した。対象は、第２章の住宅と同様の空間形態をもつ住宅作品「喜連の家」（2009）であ

る。まず、喜連の家での建築表現の特質を複数の主要な視点から横断的に分析を行い、石見の

家と比較することで、その特徴と傾向を考察した。これによって、入れ子形式の建築手法では

単層空間構成の住宅と比較して、表現に対する自由度が高くなることが明らかとなった。次

に、実建物に於いて緩衝空間、内外部及び比較空間の熱性能を一年間継続して実測し、温湿度

と建物各部の表面温度の測定結果結果をまとめ、入れ子形式の空間効果を考察した。主な特徴

としては、温度および湿度の変動幅の緩和と夏期の遮熱に有効であり、断熱性は期待できない

ことが明らかとなった。また、蓄熱性については夏期と冬期において出現する効果の異なるこ

とがわかった。 

第４章では、入れ子形式の生活空間としての特質を施主及び建築専門家の実体験による視座

に基づいて考察した。そこでは、入れ子形式と日本の住文化との合致性が確認され、さらには

空間的余白が住人の精神的余裕へ寄与することが認められた。また、建築空間が、人と環境と

の関連を必然的に孕みながらも折り合っていく機能が求められるべきであることが示され、入

れ子形式の住宅では住空間と環境とが切り離されること無く、相互に関係を持ちながら生活空

間の質を規定する新たな設計手法として利用できることが明らかとなった。各章で得られた知

見の総括として、開放型入れ子形式の住空間における造形的表現性と生活空間との親和性を明

示し、本研究の結論とした。また、今後の研究継続の課題を提示している。 


